A Consideration to Forms of Tourism in \u27Atsuhime\u27 Effect of NHK Historical Drama by 深見 聡
大河ドラマ『篤姫』効果と観光形態に関する一考察  
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1月   2月   3月   4月   5月   6月   7月   8月   9月   10月   11月   
66，071  76，261  81，689  71，067  85，227  69，466  79，900  93，615  74，408  90，850  93，049  
鹿児島地区                         （3．9）   
（7．1）  （▲0．9）  （6．3）  （7．5）  （▲5．3）  （9．3）  （4．2）  （▲6．1）  （8．8）  （4．0）   
54，488  56，182  73，585  61，934  66，601  48，398  49，854  66，094  53，662  65，461  74，856  
指宿地区                         （▲0．8）  （1．2）  （4．3）  （2．1）  （5．2）  （▲1．2）  （25．5）  （3．6）  （6．4）  （16．1）  （9．5）   
62，280  64，414  77，996  62，220  67，466  44，993  54，861  79，290  58，945  69，264  83，085  
霧島地区  
（9．6）  （9．7）  （1．5）  （▲3．0）  （2．4）  （▲7．5）  （14．1）  （2．5）  （3．1）  （10．2）  （5．4）   
7，793  13，521  20，447  18，789  21，868  14，866  23，076  27，057  19，398  20，981  18，317  
種子屋久地区                         （▲12．1）  （▲1．7）  （6．9）  （0．2）  （11．4）  （16．0）  （22．0）  （0．7）  （▲3．4）  （4．8）  （▲2．8）   
6，646  7，818  8，772  7，086  7，768  8，082  11，637  15，208  9，806  9，368  7，059  
奄美地区  
（2．8）  （13．9）  （▲5．4）  （▲3．7）  （▲6．0）  （4．7）  （0．8）  （▲0．8）  （▲0．1）  （13．5）  （▲7．0）   
その他   
4，467  5，566  6，791  5，586  6，796  4，680  6，069  12，071  6，314  7，324  8，365  
（▲6．8）  （11．6）  （3．7）  （▲17．1）  （▲9．1）  （1．8）  （1．7）  （0．4）  （▲0．3）  （26．9）  （7．3）   
合 計  201，745  223，762  269，280  226，682  255，726  190，485  225，397  293，335  222，533  263，248  284，731   3 
（．2）  （6．0）  （1．7）   （1．0）  （4．9）  （▲2．8）  （14．2）  （2．9）  （▲0．3）  （11．2）  （5．1）   
鹿児島県観光課『鹿児島県観光動向調査』をもとに筆者が作成．各地区の括弧内の数値は前年同月比の増減を％であらわした  
（▲は減少をしめす）．その上，殴は美人数（人）．  


































































施設が多く立地し、さらに桜島といった県のシンポ  ぇよう。  
ル的な見どころも集積している点が考えられる。指   一方で、種子屋久地区と奄美地区は、ドラマの舞  
宿・霧島の両地区は、いずれも全国的な知名度をも  台として直接描かれることがなく、篤姫効果はほと  
－59－   
んど及ばなかったといえる。  
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図5「鹿児島ぶらりまち歩き」の案内チラシ  






































点が乏しかったと考えられる。   
以上のことをふまえて、つぎに観光において「迎  
える側」と「訪れる側」それぞれの立場から整理し  
－61－   





























































































































1）後述の「長崎さるく博」（長崎市）をはじめ、「霧島   
知っちょいどん」（鹿児島県霧島市）・「熊本さるく」  
（熊本市）、など、この数年間で観光ボランティア   
ガイドを取り入れた「まち歩き」商品が次々に登   
場している。梶原（2001）や夫島（2008）に詳しい。  
2）本稿の執筆時点では、2008年12月の結果が公表   
されていなかったため、同年11月までのものを   
分析の対象とした。  
3）『鹿児島県観光動向調査』は、この原因を①梅雨   
の悪天候、②前年の大手旅行会社による好調な団   
体入込み客の反動、③ガソリン価格の高騰による   
としている。  
4）2009年1月14日付の読売新聞記事より。  
5）特定非営利活動法人（NPO法人）まちづくり地域   
フォーラム・かごしま探検の会は、筆者が設立時   
からの初代代表理事を務めた団体である。『篤姫』   
放送決定以前から、定期的な「まち歩き」商品を   
おもに会員対象に提供してきた。その蓄積を、「鹿   
児島ぶらりまち歩き」事業に活かしてほしいと依   
頼を受け、現代表である東川隆太郎氏が中心とな   
ってルート策定や養成講座の実務に携わった。  
6）広域的な観光への取り組みを促進することを目   
的として、2007年に九州全県の協力の下に設立さ   
れた。  
7）2008年8月18日付の南日本新聞記事より。  
8）2009年1月8日、「鹿児島ぶらりまち歩き」事業   
で観光ボランティアガイドに従事しているA氏へ   
の聞き取り。  
9）たとえば深見（2009）では、とりわけ歴史観光にお   
いてこの傾向がつよいことを述べ、魅力ある地域   
の歴史や文化が、そのまま観光資源として直結す   
るものではなく、地域コミュニティを構成する住   
民みずからが両者をつなぐ役割を担うべきであ   
るとした。また、深見ほか（2008）では、住民と観   
光客がともに「学び」をとおしてその土地に固有   
の魅力を共有しあうエコミュージアムの機能に   
注目したプロジェクト・マネジメントの必要性を   
論じた。  
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